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●この間、様々なトラブルや大雪等の自然災害があったが、足元の数字は好調である。安全・安
　定輸送の確保に向けた社員の尽力に感謝している。また、サービス品質向上や様々な増収施策
　の実施など、懸命に対応していただいている社員一人ひとりの努力に感謝申し上げたい。

●中長期の経営環境の変化に対応するための生産性向上の進捗や業績動向、物価等の経済動向、
　取り巻く社会状況や賃金カーブ上の課題等を踏まえつつ、職責や職能、資格・等級、年齢に応
　じた生計費水準等の様々な要素を勘案して議論する必要がある。

●広くお客さまにご利用いただくことで鉄道事業を運営している、高い公共性を有した企業であ
　ることから、世の中の動向も踏まえて突出感のないよう留意すべきである。

＜   ＪＲ東日本会社より現状認識が示される！  ＞

……以上のことから、総合的に判断をしたい。


